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新
緑
の
美
し
い
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
本
会
の

運
営
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
先
日
、

評
議
員
会
を
開
催
し
提
出
議
案
・

報
告
事
項
す
べ
て
を
ご
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
会

津
支
部
と
石
川
支
部
、
福
島
支

部
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
、

会
員
の
皆
様
の
出
席
の
も
と
総

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
、
そ
し
て
懇
親
会
で
会
員

の
皆
様
と
懇
談
で
き
大
変
有
意

義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
今
後
も
支
部
総
会
の
様
子

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
活
動
の
指
針
に
生
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
の
課
題
や
活
動

に
つ
い
て
で
す
が
、
学
校
数
の

減
少
、
定
年
の
延
長
、
価
値
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
入
会
者
が

年
々
低
下
し
、
入
会
率
は
五
十

％
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
県
事

務
局
で
は
、
入
会
率
ア
ッ
プ
重

点
期
間
を
設
け
入
会
率
八
十
％

を
目
指
し
ま
す
。

　

次
に
、
入
会
者
の
減
少
に
よ

る
会
費
納
入
の
減
少
、
諸
物
価

高
騰
等
に
よ
り
、
郵
券
代
や
配

送
料
、
事
務
局
経
費
等
を
節
減

す
る
た
め
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
を
推

進
し
、
会
議
等
の
諸
連
絡
等
に

つ
い
て
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
報
「
松
風
」
は
、
東
北
地
区

退
職
校
長
会
協
議
会
の
担
当
県

と
し
て
「
東
北
情
報
」
を
発
行

す
る
た
め
、
令
和
八
年
度
も
年

間
三
回
の
発
行
と
し
、
そ
の
配

付
時
期
を
評
議
員
会
、
県
大
会
、

支
部
長
会
開
催
時
に
直
接
お
渡

し
し
ま
す
。
同
様
に
賀
寿
・
寿

詞
の
お
祝
い
筒
の
お
渡
し
も
次

年
度
の
評
議
員
会
時
と
し
ま
す
。

会
費
を
値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、

活
動
の
質
を
落
と
さ
ず
経
費
節

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
の
南
会
津
町
「
御
蔵
入
交

流
館
」
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
会
津
大
会
は
、
今
後
の
試
金

石
と
な
る
素
晴
ら
し
い
大
会
で

し
た
。
今
年
度
は
白
河
市
「
シ

ン
鹿
島
」
で
開
催
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
各

支
部
の
負
担
を
平
準
化
し
、
現

状
を
維
持
し
な
が
ら
支
部
の
実

情
を
活
か
し
た
開
催
が
で
き
る

よ
う
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望
活
動
は
小
中
学
校
、
高
等

学
校
と
の
懇
談
だ
け
で
な
く
、

教
育
長
会
と
も
連
携
し
、
よ
り

具
体
的
な
喫
緊
の
課
題
へ
の
要

望
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
東
北
地
区
退
職
校
長

会
協
議
会
会
長
、
全
国
連
合
退

職
校
長
会
副
会
長
を
拝
命
し
て

お
り
ま
す
。
全
連
退
も
昨
年
創

立
六
十
周
年
を
迎
え
、
祝
賀
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
前
会
長
の

佐
藤
俊
市
郎
先
生
が
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

入
会
率
や
会
員
数
の
減
少
、
役

員
等
の
な
り
手
不
足
は
全
国
的

な
問
題
で
、
昨
年
度
中
に
山
口

県
と
沖
縄
県
が
、
そ
し
て
青
森

県
ま
で
が
全
連
退
を
退
会
し
ま

し
た
。
先
日
全
連
退
に
も
危
機

感
を
も
っ
て
改
革
を
断
行
す
る

よ
う
寄
稿
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
県
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
課

題
を
皆
様
と
共
有
し
、
よ
り
魅

力
あ
る
存
在
価
値
の
高
い
そ
し

て
盤
石
な
基
盤
を
も
っ
た
持
続

可
能
な
団
体
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

県
内
十
六
支
部
活
動
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
学
校
や
教
育
行
政

の
応
援
団
と
し
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
活
動
を
組
織
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
先
日
、
文

部
科
学
省
の
堀
野
教
育
基
盤
審

議
官
に
本
県
及
び
東
北
の
現
状

と
課
題
、
特
に
本
県
の
復
興
予

算
の
継
続
と
教
育
予
算
の
拡
大

等
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
や
現
役
の
校
長

先
生
、
教
育
長
会
等
か
ら
の
要

望
を
吟
味
し
直
接
お
届
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
と
こ

れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
、
本
会

の
充
実
・
発
展
の
た
め
事
務
局

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
八
年
度

令
和
八
年
度  

評
議
員
会
報
告

評
議
員
会
報
告

　

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日

（
金
）、
福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
令
和
八
年
度
評

議
員
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、

会
に
先
立
ち
、
研
修
会
と
し
て

福
島
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー

ツ
課
長
様
よ
り
「
福
島
県
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て
」
と
い

う
題
で
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

一　

会
長
あ
い
さ
つ

二　

報
告
事
項

○
令
和
七
年
度
事
業
報
告

○
令
和
七
年
度
会
計
決
算
報
告

・
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
ぬ

く
も
り
基
金

・
監
査
報
告

　

 

（�

決
算
報
告
、
ぬ
く
も
り
基

金
は
本
頁
を
参
照
）

○
慶
弔
関
係

・
令
和
七
年
高
齢
者
叙
勲
三
十

九
名
（
前
年
度
比
六
名
増
）

・
令
和
七
年
度
物
故
会
員
百
十

五
名
（
前
年
度
比
二
十
三
名

増
）

○
新
入
会
員
加
入
勧
誘
予
定
者

数
・
小
学
校
六
十
二
名
・
中
学
校

四
十
三
名
・
高
等
学
校
十
一

名
・
特
別
支
援
学
校
三
名
、

計
百
十
九
名
（
前
年
度
比
七

名
減
）

○
新
入
会
員
の
勧
誘
並
び
に
事

務
手
続
き
の
確
認

三　

協
議

　

協
議
の
上
、
下
記
の
項
目
は

令和７年度会計決算報告
収入総額…………………… 3,716,532円
　内訳・会　費� 3,409,700円
　　　・雑収入�141 ,183円
　　　・繰越金�16 5,649円
支出総額…………………… 3,600,445円
　内訳・会議費�441 ,783円
　　　・事務費�419 ,451円
　　　・事業費�1 ,701,536円
　　　・会費・負担金�916 ,640円
　　　・積立金�120 ,000円
　　　・予備費�1 ,035円
差引残額……………………… 116,087円
※差引残額は次年度への繰越金とする。

令和８年度会計予算書
収入総額…………………… 3,580,087円
　内訳・会　費� 3,324,000円
　　　・雑収入�140 ,000円
　　　・繰越金�116 ,087円
支出総額…………………… 3,580,087円
　内訳・会議費�461 ,000円
　　　・事務費�4 33,000円
　　　・事業費�1 ,639,000円
　　　・会費・負担金�902 ,000円
　　　・積立金�120 ,000円
　　　・予備費�2 5,087円
差引残額……………………………… 0円

・
第
六
十
回
県
大
会
西
白
河
大
会
は
六
月
九
日（
火
）開
催

・
今
後
の
県
大
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
平
成
九
年
度
ま
で
に
検
討

�

（
平
成
十
年
度
か
ら
新
し
い
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
）

令和７年度ぬくもり基金決算報告
収入総額……………… 616,191円
　内訳・繰越金�61 5,216円
　　　・利　子�97 5円
支出総額……………… 120,000円
・西白河大会助成金�60 ,000円
・緊縮予算補填（一般会計へ）�60 ,000円
差引残額……………… 496,191円

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

○
令
和
八
年
度
活
動
の
重
点
目

標（
案
）

　

 

（
重
点
目
標
は
三
頁
参
照
）

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
運
営
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）
ビ

ジ
ョ
ン（
案
）

・
社
会
貢
献
活
動
推
進
概
念
図

○
令
和
八
年
度
事
業
計
画（
案
）

○
令
和
八
年
度
予
算
編
成
の
方

針（
案
）、
会
計
予
算（
案
）（
予

算
は
本
頁
左
）

○
第
六
十
回
福
島
県
公
立
学
校

退
職
校
長
会
西
白
河
大
会

（
案
）

・「
大
会
宣
言
」「
県
大
会
及
び

体
験
発
表
支
部
」

○
今
後
の
県
大
会
の
在
り
方

・
県
大
会
は
毎
年
開
催

・
各
支
部
の
負
担
を
平
準
化
し
、

新
し
い
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

・
令
和
九
年
度
ま
で
に
検
討

○
令
和
八
年
度
要
望
活
動（
案
）

・
令
和
八
年
度
教
育
懇
談
会
開

催
要
項（
案
）

○
役
員
改
選
は
無
し

四　

事
務
連
絡

○
令
和
八
年
度
「
寿
詞
・
賀

寿
・
賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、

令
和
八
年
高
齢
者
叙
勲
該
当

者
名
簿
、
令
和
九
年
度
「
寿

詞
・
賀
寿
・
賀
詞
」
該
当
者

調
査

○
令
和
八
年
度
「
支
部
事
務
の

手
引
き
」

○
会
員
名
簿
の
作
成
及
び
配
付

方
法

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

評議員会の様子
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こ
の
頃
、
年
齢
の
せ
い
か
、

小
学
生
か
ら
大
学
生
に
な
る

ま
で
に
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
を
、
ふ
と
し
た
折
に
思

い
出
し
、
懐
か
し
む
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
た
。

　

小
学
校
五
年
生
の
担
任
・

Ｏ
先
生
。
ほ
ほ
毎
日
、
授
業

の
一
時
間
目
に
は
、
人
間
と

し
て
の
生
き
方
に
触
れ
る
話

を
情
熱
を
こ
め
て
語
っ
て
く

れ
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
学
級
の
子
ど
も
た
ち
は

皆
、
先
生

を
慕
い
、

「
先
生
の

家
に
行
っ

て
み
た
い
」

と
い
う
声

が
上
が
っ

た
。
あ
る

日
曜
日
、
先
生
の
引
率
で
高

子
沼
へ
遠
足
に
行
き
、
そ
の

後
先
生
の
お
宅
で
ア
イ
ス
を

ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。

　

中
学
校
一
年
生
の
担
任
・

Ｓ
先
生
。
英
語
の
先
生
で
、

私
の
兄
弟
は
皆
、
一
度
は
英

語
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

厳
し
さ
の
中
に
も
愛
情
が
あ

り
、
生
徒
か
ら
信
頼
さ
れ
、

慕
わ
れ
て
い
た
。
当
時
、
漢

字
の
書
き
取
り
大
会
が
あ
り
、

毎
日
ノ
ー
ト
四
ペ
ー
ジ
が
課
題

と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。
や
っ

て
こ
な
か
っ
た
数
人
の
生
徒
が

厳
し
く
指
導
を
受
け
て
い
た
姿

を
思
い
出
す
。「
な
ら
ぬ
も
の
は

な
ら
ぬ
」
と
い
う
厳
し
さ
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
。

　

高
校
三
年
生
の
化
学
担
当
・

Ｙ
先
生
。
進
学
校
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
の
合

成
や
合
成
染
料
に
よ
る
染
色
実

験
な
ど
、
受
験
前
の
十
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
四
人
一
組
の

班
で
何
度
か
生
徒
に
よ
る
実
験

を
企
画
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
ら

の
体
験
が
の
ち
に
自
分
の
進
路

に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
実

感
し
て
い
る
。

　

大
学
四
年
生
の
ゼ
ミ
担
当
・

Ｋ
教
授
夫
妻
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
と
優
し
い
ご
夫
妻
で
あ
っ
た
。

毎
週
土
曜
日
の
夜
に
は
、
学
生

た
ち
が
大
勢
先
生
宅
に
押
し
か

け
、
奥
様
の
手
料
理
を
ご
ち
そ

う
に
な
り
、
そ
の
後
は
教
授
と

夜
中
ま
で
麻
雀
に
興
じ
、
帰
る

の
は
い
つ
も
深
夜
二
時
ご
ろ

だ
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
出
す
。

　

ご
指
導
を
受
け
た
先
生
方

に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。
私
が
教
師
を

目
指
し
た
こ
と
の
す
べ
て
が
、

こ
れ
ら
の
出
会
い
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
教
員
を
目
指
す

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
教
員
と

い
う
仕
事
は
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
支
え
る
尊
い
役
割

で
あ
る
一
方
、

多
忙
さ
や
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
な
ど
、
課

題
も
少
な
く
な

い
。
そ
れ
で
も
、

日
々
の
関
わ
り

の
中
で
生
ま
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な
変

化
や
笑
顔
は
、
何
に
も
代
え

が
た
い
喜
び
と
な
る
。
自
分

を
支
え
て
く
れ
た
先
生
方
の

よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
寄
り
添
う
存
在
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
困
難
に
直
面
し

て
も
、
情
熱
と
誠
実
さ
を
忘

れ
ず
、
一
歩
ず
つ
前
へ
進
ん

で
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
思

い
は
必
ず
子
ど
も
た
ち
に
届

き
ま
す
。

論 壇論 壇

副
会
長
　
坂
　
爪
　
靖
　
夫

思
い
出
の
先
生
方

一
　
目
　
標

　

創
立
六
十
二
年
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
先
人
が
築
き
上
げ

て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
継
承

す
る
と
と
も
に
、
本
会
の
さ

ら
な
る
発
展
と
飛
躍
を
目
指

し
、
諸
課
題
の
解
決
に
努
め
、

未
加
入
会
員
へ
の
一
層
の
勧

誘
促
進
、
会
員
相
互
の
交
流
、

会
員
同
士
の
触
れ
合
い
や
支

え
合
い
を
一
層
深
め
、
生
活

の
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、

感
染
症
等
の
防
止
を
徹
底
し
、

ふ
く
し
ま
の
復
興
・
創
生
と

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
、

学
校
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
社
会
貢

献
等
に
資
す
る
活
動
の
充
実

を
図
る
。

二
　
重
点
目
標

○
本
会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
た
活
動
を
強
化
す

る
。

・
役
職
定
年
者
と
未
加
入
会
員

へ
の
一
層
の
勧
誘
促
進
と
高

齢
化
へ
の
対
応

・
学
校
・
現
役
校
長
・
教
育
委

員
会
等
に
対
す
る
協
力

・
社
会
貢
献
活
動
等
の
奨
励
と

活
動
機
会
の
拡
充

・
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）
の
一

層
の
推
進
と
、
広
報
誌
「
松

風
」・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・
生
活
の
安
定
と
各
種
制
度
の

充
実
を
図
る
た
め
の
関
係
団

体
と
の
連
携

○
県
小
・
中
校
長
会
及
び
高
等

学
校
長
協
会
、
県
教
育
員
会

か
ら
の
要
望
な
ど
に
応
え
る

と
と
も
に
、
支
部
間
の
連
絡

調
整
を
強
化
し
、
要
望
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
。

○
学
校
支
援
事
業
、
地
域
学
校

協
働
活
動
な
ど
、
教
育
振
興

の
た
め
の
社
会
貢
献
活
動
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
県

教
育
委
員
会
・
福
島
大
学
等

と
の
連
携
に
よ
り
児
童
・
生

徒
の
健
や
か
な
成
長
に
寄
り

添
う
教
員
と
し
て
の
魅
力
発

信
を
継
続
す
る
。

○
「
双
葉
の
灯
を
消
さ
な
い
」

よ
う
、
被
災
・
避
難
さ
れ
た

支
部
・
会
員
へ
の
支
援
活
動

を
継
続
し
、
東
日
本
大
震
災

及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原

令
和
八
年
度
　
活
動
の
重
点
目
標

←
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編

集

後

記

　

令
和
八
年
度
も
「
松
風
」
を

三
回
、「
東
北
地
区
情
報
」
を
一

回
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、「
松
風
」
の
ほ
か
に
各

支
部
の
広
報
や
様
々
な
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
閲
覧
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

と
課
題
、
県
民
が
誰
も
が
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
創
造
で

き
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
」
に
向
け
て
、
四
つ
の
施

策
で
あ
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
関
す
る
取
組
」「
競
技

顧　　　問
　佐藤　昌志 　小野　孝雄 　室井　君男
　佐藤俊市郎

会　　　長 　福士　寛樹

副　会　長
　蓬田　吉穂 　須田　元大 　菊池　芳次
　林　宗一郎 　坂爪　靖夫

監　　　事 　古張　金一 　目黒健一郎 　小野田敏之

評　議　員

　（福　　島） 　鈴木　昭雄 ・髙橋　賢司
　（伊　　達） 　蓬田　吉穂 　高橋　　孝
　（安　　達） 　佐藤　英之 　渡部　祐司
　（郡　　山） 　村上　利行 　皆川　　晃
　（岩　　瀬） 　須田　元大 　薄井　英一
　（石　　川） 　内田　賢壽 　矢吹　伸一
　（田　　村） ・根内喜代重 ・安瀬　一正
　（西 白 河） 　鈴木　且雪 ・佐藤　　修
　（東 白 川） 　古張　金一 　永山　陽一
　（北 会 津） 　菊池　芳次 　佐藤　清美
　（耶　　麻） 　阿部　充也 　大場　健哉

評　議　員

　（両　　沼） 　目黒健一郎 　山口　　健
　（南 会 津） 　齋藤　修一 　星　裕次郎
　（相　　馬） 　林　宗一郎 　午來　勝顕
　（双　　葉） 　小野田敏之 　鈴木　孝彦
　（い わ き） 　沢　　宏一 ・伊達多津也

理　　　事

　安田喜市郎 　野崎　修司 　勝見　五月
　渡辺　勝則 　長岐　　博 　小檜山宗浩
　吉田　　務 　宍戸　弘治 ・渋谷　　朗
・亀岡　和美

常 任 理 事
（事務局）

　（事務局長） 　鈴木　　博
　（事務局次長） 　内藤　良行
　（総　　務） 　内藤良行（兼） 　髙橋　正之

　中村　　徹 ・伊藤　勝彦
　（会　　計） 　原　　美子 　根本　幸枝
　（調　　査） 　橘内　　薫 　佐藤　秀雄
　（広　　報） 　二瓶　洋充 　佐藤　洋一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・印は新任

子
力
発
電
所
事
故
の
被
災
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
活
動
を

継
続
す
る
。

○
県
大
会
は
、
開
催
支
部
の
特

性
を
踏
ま
え
、
運
営
の
簡
素

化
や
大
会
宣
言
を
工
夫
す
る

な
ど
充
実
を
図
る
。

○
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議

会
事
務
局
と
し
て
東
北
各
県

や
全
連
退
と
の
連
携
を
深
め

る
。

◇
講
　
話

「
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進

�

計
画
に
つ
い
て
」

　
　
福
島
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課
長

�

飯
塚
　
　
悟 

様

研
　
修
　
会

研
　
修
　
会

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度  

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

　

令
和
八
年
三
月
十
三
日（
金
）、

福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
令
和
七
年
度
理
事
会
を

開
催
し
た
。
報
告
事
項
、
協
議

事
項
と
も
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
会
に
先
立
ち
、
研
修
会

と
し
て
福
島
県
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長
様
よ
り
、
講
話
を
い
た
だ

い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
取
組
」「
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関

す
る
取
組
」「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
レ
ガ
シ
ー
の
推
進
に
関
す
る

取
組
」
な
ど
を
具
体
的
に
お
話

い
た
だ
い
た
。

理事会の様子

　

教
職
員
の
主
体
性
の
尊
重
・

「
現
場
の
経
験
」
を
重
視
し
た

学
び
・「
個
別
最
適
な
学
び
」・

「
協
働
的
な
学
び
」
な
ど
、
研
修

観
の
転
換
を
図
り
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
お

話
し
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、

ご
自
身
が
幼
少
時
か
ら
学
び
続

け
て
い
る
バ
イ
オ
リ
ン
の
素
敵

な
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
た
。

〈
講
話
〉

「
学
び
続
け
る
こ
と
の
楽
し
さ

 

～
教
育
セ
ン
タ
ー
の
取
組
と

�

自
分
自
身
の
歩
み
～
」

�

福
島
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　

�

所
長
　
吉
川
　
武
彦 

様

←


